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1
世
紀
を
展
望
し
、

町
民
福
祉
を
優
先
し
た

積
極
予
算
を
編
成
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平
成
五
年
度
の
t
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
が
三
月
十
八
日
に
議

会
で
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
額
五
十
億
千
七
百
十
一
万
千
円
で

前
年
比
七
・
三
％
増
の
積
極
予
算
が
編
成
。
こ
こ
で
は
、
福
田
町
長
の

行
政
方
針
と
予
算
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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▲議会で答弁する福田町長

町
民
生
活
の

更
な
る
充
実
に

全
力
で
取
り
組
む

平
成
五
年
度
予
算
案
を
本
会
議
に

提
出
す
る
に
当
り
、
そ
の
概
要
と
提

案
理
由
並
び
に
所
信
の
一
端
を
申
し

上
げ
、
本
議
会
を
通
じ
ま
し
て
、
町

民
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
五
年
度
本
町
予
算
編
成
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
先
ず
本
年
は
町
長

及
び
町
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
六
月
に
は
、
町
民
の
選
挙
に
よ
り

ま
す
審
判
を
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
人
件
費
等
の
経
常

的
義
務
的
経
費
を
中
心
に
骨
格
予
算

の
編
成
が
良
識
で
あ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
ま
す
が
、
ご
承
知
の
通
り
特

に
昨
年
来
、
国
県
の
信
頼
と
支
援
に

よ
り
ま
す
農
業
農
村
活
性
化
農
業
構

造
改
善
事
業
、
南
大
山
中
山
間
地
域

活
性
化
事
業
、
地
域
福
祉
推
進
町
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
ジ
ゲ
起
こ
し
、

◎

や
さ
し
い
町
づ
く
り
事
業
を
は
じ
め
、

福
祉
八
法
の
一
部
改
正
と
、
福
祉
元

年
と
し
て
整
備
中
の
老
人
福
祉
全
施

設
が
連
動
す
る
大
切
な
初
年
度
で
も

あ
り
ま
す
。

又
国
道
昇
格
に
伴
う
道
路
、
橋
梁

改
良
等
、
大
型
指
定
助
成
継
続
事
業

が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
第
二
次
江
府
町
総
合
計
画
、

後
期
実
施
計
画
も
、
あ
と
三
年
を
残

す
計
画
中
途
の
年
度
で
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
国
の
緊
急
経
済
景
気
対

策
を
柱
と
す
る
国
の
予
算
は
三
月
六

日
衆
議
院
を
通
過
し
遅
く
と
も
四
月

四
日
に
は
、
成
立
の
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
、
こ
の
公
共
事
業
七

五
％
前
倒
し
に
よ
る
、
年
度
当
初

の
早
期
発
注
等
が
要
請
さ
れ
る
な
か

で
、
六
月
選
挙
が
終
り
次
第
、
本
格

予
算
の
組
み
替
え
と
い
う
よ
う
を
余

裕
の
あ
る
対
応
は
不
可
能
で
あ
り
ま

す
。私
は
、
可
能
を
限
り
、
国
、
県
と

の
当
年
度
事
業
の
認
定
協
議
に
よ
る

補
助
金
申
請
、
過
疎
、
辺
地
、
む
ら

づ
く
り
、
義
務
教
育
億
の
承
認
等
々

行
財
政
運
営
上
、
避
け
て
通
れ
な
い

行
政
責
任
者
と
し
て
、
蓑
に
平
成
五

年
度
も
積
極
的
を
年
間
予
算
を
編
成

し
、
引
き
続
き
二
十
一
世
紀
を
展
望

⑳

し
た
生
産
、
生
活
環
境
基
盤
整
備
を

急
ぎ
、
一
層
の
町
民
生
活
の
安
全
と

健
康
、
福
祉
の
向
上
に
向
け
、
全
力

を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
私
の
責

務
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
任
期
中
途
で
あ
る
こ
と
は

重
々
承
知
い
た
し
な
が
ら
、
予
算
編

成
に
お
き
ま
す
基
本
的
を
考
え
方
に

格
別
を
る
ご
理
解
を
賜
り
、
お
許
し

を
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の

推
進
を
図
る

従
い
ま
し
て
、
今
、
農
業
基
盤
整
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平成5年度一般会計予算

32億8，800万円
特別会計17億2，911万1千円
前年対比7．3％の増

⑳

借
、
農
業
集
落
排
水

事
業
を
始
め
、
国
の

景
気
対
策
に
も
と
づ

く
大
型
の
継
続
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、

景
気
の
動
き
に
十
分

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
内
外
の
経
済

情
勢
等
の
推
移
に
即
応
し
っ
つ
J
　
そ

の
機
動
的
弾
力
的
運
用
と
工
事
の
早

期
発
注
も
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

更
に
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に
基

づ
く
地
方
公
共
団
体
に
お
き
ま
す
財

一た一、．

政
の
健
全
性
の
確
保
は
、
引
き
続
き
努

力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま

す
が
、
一
方
、
自
主
的
、
主
体
的
を

活
力
あ
る
自
ら
の
地
域
づ
く
り
、
生

活
関
連
社
会
資
本
の
整
備
、
高
齢
化

社
会
の
進
展
へ
の
対
応
等
現
下
の
重

要
政
策
課
題
を
推
進
し
て

▲完成した老人福祉センターの全景

い
く
上
で
、
ま
す
ま
す
大

き
を
役
割
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

又
、
本
予
算
に
お
き
ま

し
て
も
、
財
政
の
簡
素
効

率
化
と
、
経
費
の
節
減
合

理
化
を
推
進
し
、
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効

率
的
を
配
分
に
徹
し
節
度

あ
る
財
政
運
営
を
基
本
に

す
え
、
先
ず
歳
入
に
つ
き

ま
し
て
は
、
俣
野
川
発
電

に
係
る
固
定
資
産
税
の
減

額
に
加
え
、
福
祉
ゾ
ー
ン

を
拠
点
と
し
た
高
齢
化
対

策
に
お
け
る
財
政
需
要
の

拡
大
、
併
せ
て
国
、
県
の

制
度
に
よ
る
高
率
補
助
を

積
極
的
に
模
索
し
、
よ
り

一
層
財
源
の
確
保
を
図
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
づ
く
り
を
柱
と
す
る
「
希

望
と
活
力
に
満
ち
た
魅
力

あ
る
ふ
る
さ
と
江
府
町
」

を
念
曝
し
義
務
的
経
費
は

勿
論
、
生
活
関
連
社
会
資
本
の
整
備

を
は
じ
め
農
業
基
盤
生
活
環
境
条
件

整
備
の
た
め
の
継
続
的
大
型
事
業
の

推
進
、
更
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
い

よ
い
よ
保
健
福
祉
対
策
の
充
実
、
若

者
定
住
対
策
等
、
町
民
総
参
加
に
よ

る
公
正
で
誠
実
、
開
か
れ
た
心
の
通

い
合
う
町
政
の
基
本
理
念
を
深
く
心

に
刻
み
、
一
層
の
努
力
を
お
誓
い
い

た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
五
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
予
算
と
し
て
、
総
額
三
十
二

億
八
千
八
百
万
円
、
前
年
対
比
二
・

四
％
増
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
こ
れ
が
歳
出
の
性
質
別
分
析

に
よ
り
ま
す
と
人
件
費
一
九
∴
ハ
％

普
通
建
設
事
業
費
三
六
二
一
％
に
及

ぶ
構
成
比
で
あ
り
ま
す
。

更
に
別
途
、
特
別
会
計
の
十
四
会

計
歳
入
支
出
予
算
と
し
て
、
合
計
十

七
億
二
千
九
百
十
一
万
一
千
円
、
一

般
会
計
予
算
と
合
せ
て
五
十
億
千
七

百
十
一
万
千
円
、
前
年
対
比
七
∴
二

％
増
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

何
卒
、
本
会
議
を
通
じ
ま
し
て
町

民
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
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1．町　税　978，155千円

2．地方譲与税　33，600千円

3．利子割交付金

6，373千円

4．自動車取得税交付金

16，981千円

5．国有提供施設等所在
市町村助交付金

559千円

6．地方交付税

891，100千円

7．交通安全対策交付金

800千円

8．分担金及び負担金

75，461千円

9．使用料及び手数料

8，375千円

10．国庫支出金

184，636千円

417，812千円

62，837千円

100千円

174，299千円

35，466千円

71，045千円

330，400千円

11．県支出金

12．財産収入

13．寄付金

14．繰入金

15．繰越金

16．諸収入

17．】町　　債

主

財

依

存

財

主
な
事
業

〔
総
務
費
〕

佐
川
地
区
に

ふ
れ
あ
い
公
園

▼
国
際
交
流
事
業

二
　
五
〇
〇
千
円

町
民
の
海
外
研
修
を
支
援
し
人
材

育
成
を
図
る
。

▼
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
四
、
三
〇
〇
千
円

「
ひ
と
づ
く
り
対
策
」
と
生
涯
教

育
推
進
体
制
の
一
元
化
を
図
る
た
め

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
す
る
。

▼
船
谷
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
整
備
事
業

一
一
、
二
三
〇
千
円

船
谷
川
に
ほ
た
る
の
里
せ
せ
ら
ぎ

公
園
の
整
備
を
図
る
。

▼
日
野
川
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業

五
一
、
0
0
0
千
円

「
じ
げ
の
川
」
指
定
佐
川
地
区
に

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
三

力
年
計
画
で
整
備
を
行
う
。

▼
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

四
七
、
七
六
〇
千
円

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
上
で
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
・
日

輪
闇
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
。

▼
電
源
地
域
開
発
事
業

一
九
、
九
一
〇
千
円

俣
野
川
ダ
ム
か
ら
鏡
ケ
成
ま
で
の

地
域
を
郡
市
と
農
村
交
流
の
場
と
し

て
整
備
を
図
る
。

⑳

▲整備の進む佐川地区河川整備

〔
民
生
費
〕

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

完
成
す
る

▼
社
会
福
祉
費三
三
九
、
一
〇
四
千
円

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

本
年
六
月
に
完
成
予
定
の
　
「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
」
　
（
寿
耕
会
）
　
と
密

接
を
連
携
の
も
と
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
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569千円

3千円

27，267千円

3，500千円

2，943千円

3，480千円

197，581千円

77，885千円

13，728千円

●老人居室整備資金貸付事業

●障害者住宅整備資金貸付事業

●住宅新築資金等貸付事業

●江尾財産区

●神奈川財産区

●米沢財産区

●国民宿舎甘酒茶屋運営事業

●索道運営事業

●笠長原市民農園

⑳

ス
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
福
祉
バ
ス
を
利
用
し
て
、

在
宅
介
護
の
充
実
を
図
る
。

▼
児
童
福
祉
費
八
五
、
〇
三
九
千
円

保
育
料
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
と

更
に
保
育
内
容
の
充
実
を
図
る
。

68，188千円

506，454千円

424，143千円

160，115千円

79千円

891，684千円

66，321千円

236，940千円

79，137千円

405，381千円

2，667千円

382，264千円

44，122千円

20，505千円

1．議会費

2．総務費

3．民生費

4．衛生費

5．労働費

6．農林水産業費

7．商工費

8．土木費

9．消防費

10．教育費

11．災害復旧費

12．公債費

13．諸支出金

14．予備費

●国民健康保険（事業勘定）　　319，187千円

●国民健康保険（施設勘定）　　　76，445千円

463，155千円

153，128千円

390，240千円

▲機能訓練の開講式（山村開発センター）

●老人保健

●簡易水道事業

●農業集落排水事業

〔
衛
生
費
〕

江
尾
診
療
所
に

専
任
医
師
が

配
置
決
定

▼
保
健
衛
生
費
五
四
、
九
四
一
千
円

住
民
検
診
料
の
無
料
化
と
人
間
ド

ッ
ク
検
診
を
行
い
、
成
人
病
中
「
ガ

ン
死
亡
0
」
を
目
指
し
、
健
康
長
寿

の
町
づ
く
り
に
努
め
る
。

更
に
、
町
営
江
尾
診
療
所
に
専
任

医
師
の
配
置
が
決
定
す
る
。

▼
清
掃
費

八
二
　
六
三
七
千
円

生
ゴ
ミ
減
量
化
を
図
る
た
め
、
生

ゴ
ミ
処
理
容
器
設
置
事
業
を
導
入
。

ま
た
、
ゴ
ミ
処
理
場
の
炉
の
老
朽

化
に
よ
り
、
新
型
処
理
場
建
設
の
た

め
の
調
査
設
計
費
を
計
上
す
る
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕

ほ
場
整
備
率

6
0
％
こ
え
る

▼
農
業
振
興

二
九
、
一
五
三
千
円

水
田
営
農
活
性
化
対
策
事
業
が
本

年
度
よ
り
始
ま
り
、
円
滑
を
事
業
を

行
う
こ
と
に
努
め
る
。

他
用
途
利
用
米
の
配
分
は
、
行
政

農
業
団
体
等
に
よ
る
と
も
補
償
を
行

・
つ
0

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
始
動
よ
り
、

円
滑
を
運
営
を
図
る
た
め
、
利
用
助

成
を
行
う
。

▼
県
営
は
場
整
備
事
業

四
九
、
〇
四
五
千
円

江
尾
・
富
市
地
区
七
・
八
茄
・
下

蚊
屋
・
瓜
莱
沢
工
区
四
・
七
㍍
の
施

工
を
実
施
す
る
。

▼
は
場
整
備
事
業七
七
、
〇
〓
八
千
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形



6

俣
野
地
区
（
尾
上
原
・
日
ノ
話
地

区
）
本
年
度
は
五
・
五
㍍
の
整
備
を

実
施
し
、
本
町
の
ほ
場
整
備
率
は
約

六
〇
％
以
上
と
な
る
。
（
平
成
五
年
度

末
）

▼
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整

備
事
業

三
五
、
〇
二
五
千
円

本
年
度
事
業
は
次
の
と
お
り
。

は
場
整
備
（
柿
原
・
貝
田
）
一
三
・
〇
㍍

▼
林
業
開
設
事
業二
五
、
一
九
〇
千
円

杉
谷
・
貝
田
線
一
〇
五
㍍

▼
林
業
集
落
定
住
基
盤
整
備
事
業

林
道
江
尾
・
俣
野
線
　
八
〇
〇
㍍

集
会
所
　
　
杉
谷

農
村
広
場
　
杉
谷

一

　

棟

一

カ

所

▼
農
業
構
造
改
善
事
業

二
八
、
七
六
六
千
円

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
・
野
菜
集
出
荷

施
設
・
予
冷
庫
の
建
設
の
推
進
を
図

る
。

▼
市
民
農
園
管
理
事
業

〓
「
　
六
一
五
千
円

「
カ
サ
ラ
フ
ア
ー
ム
」
六
月
の
開
園

に
向
け
、
運
営
に
万
全
を
期
す
。

▼
新
山
村
振
興
対
策
事
業

一
〇
二
、
二
九
三
千
円

「
奥
大
山
の
水
」
の
本
格
的
を
生
産

に
向
け
、
施
設
整
備
を
行
う
。

（
鉄
骨
二
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
・
生

産
能
力
　
二
二
八
千
本
／
年
間
）

躍譜

■、1’　「ゝ・予■　こ

▲完成したほ場整備（小江尾・北平地区）

〔
土
木
費
〕

町
営
住
宅

六
世
帯
建
設
へ

▼
道
路
新
設
改
良五
四
、
一
七
五
千
円

俣
野
・
宮
市
線
三
〇
〇
㍍

本
年
度
に
は
江
尾
橋
の
拡
幅
改
良

が
完
成
予
定
及
び
四
月
一
日
か
ら
国

道
四
八
二
号
に
正
式
決
定
す
る
。

▼
住
宅
建
設

九
九
、
七
五
〇
千
円
　
　
▼
社
会
教
育

町
営
住
宅
を
六
世
帯
建
設
計
画
す

五
一
、
二
二
一
千
円

〔
商
工
費
〕

地
元
企
業
育
成
に

小
口
融
資
の
拡
充

▼
商
工
振
興

四
七
、
四
〇
三
千
円

小
口
等
融
資
制
度
の
拡
充
を
図
る
。

▼
観
光

一
八
、
二
三
三
千
円

チ
ロ
ル
の
水
、
観
光
農
業
・
特
産

品
開
発
等
の
観
光
に
よ
る
町
の
活
性

化
を
行
う
。

る
。〔
教
育
費
〕

英
語
指
導
助
手

の
継
続
配
置

▼
小
学
校

二
二
三
、
九
三
六
千
円

学
校
五
日
制
の
実
施
に
と
も
な
い
、

家
庭
教
育
の
充
実
、
子
供
会
育
成
組

織
の
強
化
を
図
る
。

▼
中
学
校

三
七
、
八
五
六
千
円

昨
年
度
、
完
成
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
Ⅰ
教
室
の
活
用
と
英
語
指
導
助
手

の
継
続
配
置
を
行
う
。

生
涯
学
習
組
織
化
に
向
け
て
検
討

を
行
う
。

▼
明
徳
学
園

二
、
九
四
九
千
円

明
徳
学
園
の
開
設
二
十
周
年
を
迎

え
、
記
念
事
業
を
実
施
す
る
。

▼
社
会
体
育

二
五
、
四
五
八
千
円

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
拡
大
を
図
る
。

ま
た
、
本
年
度
は
本
町
で
郡
民
総
合

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

町
体
育
協
会
と
密
接
を
連
携
を
図
り

選
手
強
化
等
を
行
う
。

▲みごとなできばえに感心する学園生（修了式）
本年で開設20周年を迎える明徳学園

Soumu
四角形
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町のわだい（7）町のわだLl

正式決定〝
国道482号

長
い
間
、
親
し
ま
れ
て
い
た
江
府

中
和
用
瀬
線
（
江
府
町
～
八
頭
郡
用

瀬
町
）
が
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
、
平
成
五
年
度
か
ら
国
道

四
八
二
号
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
国
道
四
八
二
号
は
鳥
取
県
内

は
八
頭
郡
若
桜
町
か
ら
佐
治
村
、
三

朝
町
、
そ
し
て
、
江
府
町
下
蚊
屋
か

ら
米
子
市
（
富
士
見
町
二
丁
目
）
　
ま

で
と
を
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
道
路
の
側
に
は
真
新
し

い
看
坂
が
取
り
付
け
ら
れ
、
今
後
着

々
と
道
路
整
備
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

⑳
お
目
見
え
し
た

安
　
全
　
ほ
　
う
　
や

幼
児
の
飛
び
出
し
注
意
看
板

町
か
ど
に
、
幼
児
の
飛
び
出
し
注

意
を
示
め
す
　
〝
安
全
ぽ
う
や
″
　
の
看

▲真新しい国道482号の看板が新時代の幕開けを告げる

▲子どもの飛び出し注意と安全運転
を呼びかける安全ぽうや

板
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
四
月
五
日
の
子
供
の
国

保
育
園
の
入
園
式
の
折
、
町
か
ら
無

償
で
九
十
五
世
帯
の
幼
児
を
も
つ
ご

家
庭
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
、
名
ま

え
は
　
「
安
全
ぽ
う
や
」
。
体
長
は
約
一

㍍
で
黄
帽
子
に
赤
の
洋
服
。

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
大
半
が
飛

び
出
し
に
よ
る
事
故
が
し
め
る
た
め

に
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
行
っ
た
も

の
で
す
。

車
を
運
転
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
安

全
ぼ
う
や
の
前
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

し
て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
紹
介

四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
人
事

異
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

構
造
改
善
課
長
（
県
派
遣
）・

ト

・

　

■

大
床
明
則

構
造
改
善
課
構
造
改
善
係

宇
田
川
晃

民
生
課
福
祉
係

松
井
英
樹

Soumu
四角形
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町のわだい（8）

江
尾
橋
の
名
称
決
定

打
勢
掛
掛
に

江
尾
橋
の
老
朽
化
と
、
幅
員
狭
小

に
よ
り
、
大
変
不
便
を
お
か
け
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
四
年
度
、
五
年

度
の
二
年
間
で
、
新
し
く
架
換
え
す
　
　
ま
し
た
と
こ
ろ
、

る
こ
と
に
怠
り
ま
し
た
。

新
し
い
橋
の
名
称
を
、
公
募
致
し

l町の恕康弘も

▲本年度には新しい江美新橋が完成します

応
募
総
数
四
百

七
十
件
の
応
募

を
い
た
だ
き
、
審

査
の
結
果
　
「
江

美
新
橋
」
に
決

り
ま
し
た
。

当
選
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

記
念
品
を
送
り
、

発
表
と
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

圏
当
選
者

え
　
び
し
・
ル
ぱ
し

江
美
新
橋

小
谷
元
伸
㌔

（
本
三
）

老人福祉センターが堰沌誠鮎に
決まる′

三右手二▼吐一芸姦去∑

⑬

叫

新
し
く
誕
生
し
た
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
が
白
住
荘
と
決
定
し
ま

し
た
。
六
十
六
件
に
お
よ
ぶ
応
募
が
あ
っ

た
を
か
か
ら
、
審
査
の
結
果
、
篠
村

克
己
㌔
（
小
江
尾
）
　
の
白
住
荘
に
を

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
　
〝
白
″
は
け
が
れ
の
な
い

白
寿
に
つ
な
が
り
、
九
十
九
歳
ま
で

住
ん
で
い
た
だ
き
、
生
が
い
を
感
じ

⑳

ー▲－≡？畏ヰ愚転黙読譜千・一L▲一ご
一一ノT I・！．一・・一一　日．一一一一一一

転蜃痙攣竺■▼一■‾一二

▲まもなく運営の始まる呂在寮

て
い
た
だ
く
荘
を
意
味
す
る
も
の
で

す
。当
選
者
に
は
記
念
品
を
送
り
、
お

礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
森
田
一
郎
㌔
（
貝
田
）
　
と

三
輪
正
人
㌔
（
下
安
井
）
　
の
お
二
人

が
ひ
ら
が
な
で
し
ろ
ず
み
荘
で
ご
応

募
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
あ

わ
せ
て
記
念
品
を
送
り
ま
す
。

Soumu
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町のわだい

童
謡
・
唱
歌
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
名
所
・
四
カ
所
決
定

紅
葉
の
じ
ゅ
う
た
ん
健
掛
峠

歌
は
月
も
み
じ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

奥
大
山
の
十
二
単
衣

⑳

○
解
説
こ
の
地
か
ら
は
、
江
尾
の
町
が
一

望
に
見
渡
せ
る
こ
と
が
で
き
、
小

鳥
の
さ
え
ず
り
と
と
も
に
、
春
に

は
桜
の
花
も
咲
き
誇
り
、
春
の
感

じ
が
た
だ
よ
う
所
で
す
。

○
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
緑
の
草
原
瓜
莱
沢
」

○
解
説
山
々
に
囲
ま
れ
た
緑
の
高
原
地
帯

の
瓜
菜
沢
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

牛
の
放
牧
が
行
わ
れ
、
草
原
の
牧

場
と
を
り
ま
す
。

（9）町のわだい

童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
目
指
す
鳥
取
県
は
現
在
、
童
謡
・

唱
歌
百
景
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
童
謡
を
ど
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
う
風
景
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

（
う
た
い
文
句
）
を
つ
け
、
郷
愁
あ

ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
行
う
も

の
で
、
江
府
町
で
は
四
カ
所
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
そ
の
四
カ
所
を
紹
介
し

ま
す
。

■
歌
名
「
も
み
じ
」
月
秋
の
夕
日

○
風
景
「
鍵
掛
峠
か
ら
鳥
ケ
山
を
望

む
風
景
」

○
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
奥
大
山
の
十
二
単
衣
」

○
解
説
こ
の
地
域
は
四
季
折
々
の
変
化
に

と
ん
だ
豊
か
を
自
然
が
訪
れ
る
人

に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
特
に
秋
の
紅

葉
の
時
期
は
絶
景
で
、
「
も
み
じ
」

の
歌
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
。

■
歌
名
「
早
春
賦
」
月
春
は
名
の
み

○
風
景
「
御
机
地
区
」

○
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
奥
大
山
の
里
御
机
」

○
解
説
さ
わ
や
か
を
風
、

■
歌
名
「
ど
こ
か
で
春
が
」

○
風
景
「
江
美
城
祉
八
幡
丸
周
辺
」

○
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
春
の
足
音
が
聞
こ
え
る
八
幡
丸
」

｝
歌
名
「
お
お
牧
場
は
緑
」

う
り
　
丘
二
さ
九

〇
風
景
「
瓜
菜
沢
一
帯
」

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡

清
ら
か
を
水
、
そ

し
て
住
む
人
々
の

素
直
を
人
情
の
伝

わ
っ
て
く
る
里
。

特
に
、
春
は
田
ん

ぼ
の
あ
ぜ
道
に
ふ

き
の
と
う
の
芽
が

顔
を
出
す
。

歌
　
「
早
春
賦
」
　
に

ふ
さ
わ
し
く
、
ぴ

っ
た
り
マ
ッ
チ
し

て
い
ま
す
。

▲紅葉のじゅうたんをしきつめた風景（鍵掛峠から）

▲更新なった汚泥搬送ベルトコンベアー

の
で
、
脱
水
汚
泥
を
焼
却
炉
に
運
ぶ

た
め
の
設
備
。
工
事
費
は
八
、
四
四

六
千
円
を
要
し
ま
し
た
。

ま
た
、
清
化
園
で
は
皆
さ
ん
に
お

願
い
と
し
て
、
便
槽
の
中
に
吸
が
ら
、

布
、
ビ
ニ
ー
ル
を
ど
を
捨
て
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
。

そ
の
こ
と
で
、
処
理
施
設
の
維
持

と
運
営
費
の
削
減
を
大
幅
に
は
か
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー

清
化
園
（
し
尿
処
理
場
）

し
尿
処
理
施
設
の
清
化
園
（
三
町

衛
生
施
設
組
合
）
で
は
、
汚
泥
搬
送

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の
更
新
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
厚
生
年
金
、
国
民
年

金
還
元
融
資
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も

▲清化園の全景
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［二二二二（24人）

適も・J事
▲

皆彰くん土居

サ
ッ
カ
ー
選
手

看
護
婦
さ
ん

学
校
の
先
生

㌔
さ
紗
り
梨

堀か抽崇

岡本まり痙さん　門脇義幸さん

入
学
お
め
で
と
う

園
児
川
人
・
小
学
生
4
0
人
・
中
学
生
4
7
人

学
校
の
先
生

′

′

－

－

－

1

1

1

、

お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん一・・ぎ

村上　完童㌔　遠藤

病
院
の
看
護
婦
さ
ん

／
′

川上　舶くん　生田　義郎ん

校
学
校
の
先
生

＼

1

ゝ

■

∫

ノ

ノ

サ
ッ
カ
ー
の
選
手

＼

、

、

プ
ロ
コ
ル
フ
ァ
ー
か

野
球
選
手

学

√
わ
r

虫
の
博
士

ん
ま
馬
冊
龍塘′ん

揖
林田福

学
校
の
先
生
か

保
育
園
の
先
生

田中　塾かん　森谷卓肯為㌔

ケ
ー
キ
屋
さ
ん

▲元気な声で返事する園児たち（子供の国保育園）

四
月
五
日
、
子
供
の
国
保
育
園
で
入
園
式
、
六
日
各
小
学
校
で
入
学
式
、
七
日
江
府
中

学
校
で
入
学
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
で
い
っ
ぱ
い
。
各
学
校
も
花
が
咲
い
た
よ
う
な
雰
囲
気
で
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
（
小
学
校
一
年
生
に
は
全
員
大
人
に
な
っ
た
ら
何
に
な
る
の
か
質
問
し
ま
し
た
）

▲真新しい学生服が初々しい新入生（江府中学校）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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米
沢
小
学
校
（
4
人
）

学
校
の
先
生

バ
ス
の
運
転
手

看
護
婦
さ
ん

花
屋
さ
ん

歌
　
手

明

体
操
選

倫手

大
人
に
な
る

小

永岡　巻くん

林　誼氏㌔

浦部　貴会㌔

影山　峯㌔
／／てこiiiと＼＼、

／
＝

J、．壷
学　瀬島鮎くん

選

横手

絹

P
T
A
の
バ
レ
ー

警
　
察
　
宮

人
）

嶋」′
船越霜鳥㌔

ヽ』■′■

土井垣等裟くん

藤原姦皇巷㌔

学
校
の
先
生

看
護
婦
さ
ん

ま
だ
考
え
て

い
ま
せ
ん

サ
ッ
カ
ー
選
手

大
人
に
な
る

パ
イ
ロ
ッ
ト

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

屋
さ
ん

前田撞食卓㌔

北村　舅芥くん

梅林　窪さん

藤原　韻臭くん

宇田川韻皇くん

佐々木靂瞳くん

か
い
い
孝原藤

山
　
お
医
者
さ
ん

江
芸
の
先
生

尾
学
校
の
先
生

プ
ロ
野
球
の
選
手

小

中川　賀掛ん　住田　盛衰㌔　加藤美者嘉㌔　小谷　砧芥くん

清水 巻点くん　関内　等載さん　新見　謹貴くん

看
護
婦
さ
ん

奥田意蓮享㌔

▲入学式前に細別に記念撮影（江府中学校）

▲「部活は何にするの？」これからの学校生活に話が弾む

（江府中学校）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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平
成
二
年
度
か
ら
三
年
間
、
町
の
構
造
改
善
事
業
な
ど
に

携
っ
て
お
ら
れ
た
岩
田
幸
房
さ
ん
（
前
構
造
改
善
課
長
）
が
、

こ
の
四
月
か
ら
米
子
地
方
農
林
振
興
局
耕
地
課
長
補
佐
と
し

て
県
に
帰
ら
れ
ま
し
た
。

三
年
間
の
町
で
の
仕
事
な
ど
の
思
い
出
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
い
た
し
ま
し
た
。

▲いつも、笑顔いっぱい。岩田前課長いつまでもお元気で．く／

岩田幸房さんのプロフィール

昭和17年11月9日生。昭和36年、米子工業高等

学校土木科卒業後、鳥取県職員に。

以来、農業関係の土木技術を担当。平成2年4

月から江府町役場・構造改善室長に。平成4年4

月から構造改善課長として江府町の農業基盤整備

の推進に従事する。平成5年4月から米子農林振

興局・耕地課長補佐に。会見町在住。

農
業
基
盤
整
備

こ
そ
町
の
活
性
化

○
仕
事
上
で
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
土
地
改

良
区
の
設
立
で
す
ね
。
　
〃
農
業
基
盤

整
備
こ
そ
町
の
活
性
化
〃
と
の
信
条

で
、
ほ
場
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
基
盤
整
備
を

進
め
る
上
で
、
重
要
な
土
地
改
良
区

に
つ
い
て
は
ご
理
解
を
い
た
だ
く
の

に
苦
労
し
ま
し
た
ね
。

土
地
改
良
区
の
仕
事
の
な
か
に
は

ほ
場
整
備
工
事
そ
の
も
の
か
ら
、
換

地
、
道
水
路
な
ど
の
総
括
管
理
な
ど

の
重
要
を
役
割
が
あ
る
か
ら
で
す
。

⑳

今
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
が
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
県
営
は

場
、
中
山
間
地
域
活
性
化
農
村
整
備

を
ど
数
多
く
の
は
場
整
備
工
事
が
で

き
る
よ
う
に
怒
っ
た
わ
け
で
す
。

町
の
仕
事
は

総
合
力
が
必
要

○
町
村
と
県
で
は
も
ち
ろ
ん
仕
事
面

で
様
々
な
点
で
違
い
ま
す
が
、
も
っ

と
も
違
い
を
感
じ
た
こ
と
は
ど
ん
な

点
で
し
ょ
う
か
？

私
は
技
術
畑
で
す
か
ら
、
県
に
い

る
時
は
そ
の
専
門
的
な
こ
と
だ
け
や

っ
て
い
れ
ば
、
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

町
村
で
は
技
術
も
事
務
も
そ
し
て
様

々
な
交
渉
も
い
っ
し
ょ
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
一
つ
の
事
業
に
ブ

い
て
も
ご
理
解
を
い
た
だ
く
の
に
具

体
的
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ

と
を
ど
細
心
を
心
配
り
が
必
要
で
あ

る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
卒

直
を
ご
意
見
が
す
ぐ
に
返
っ
て
来
ま

す
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
対
応
す
る
迅
速

さ
も
要
求
さ
れ
、
町
村
の
仕
事
は
総

合
力
が
必
要
で
す
ね
。

確
立
の
ぞ
む
農
業

基
盤
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

○
今
後
の
江
府
町
に
期
待
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
。

こ
れ
だ
け
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
く
現
状
か
ら
み
て
、
農

作
業
の
受
委
託
等
を
含
め
た
新
し
い

農
業
形
態
を
確
立
す
る
こ
と
が
自
ら

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
が
進
ん
で
い
る
今
、

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
鳥
取
県
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
⑳

そ
れ
か
ら
、
江
府
町
は
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
さ

を
も
っ
と
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
好
き
で
す

江
尾
十
七
夜

○
仕
事
以
外
で
思
い
出
に
の
こ
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

江
尾
の
十
七
夜
で
す
ね
。
み
ん
な

で
わ
い
わ
い
や
る
夏
祭
り
は
、
私
は

大
好
き
で
す
。
三
年
間
、
三
回
と
も

役
場
の
仁
輪
加
の
プ
ラ
カ
ー
ド
持
ち

を
し
ま
し
た
。
変
装
し
て
い
て
も
、

体
付
き
か
ら
　
〃
岩
田
さ
ん
だ
〃
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
ど
思
い
出
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

○
最
後
に
ひ
と
こ
と
。

町
民
の
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
に
を
り
ま
し
た
。

三
年
前
に
福
田
町
長
の
要
請
で
参

り
ま
し
た
折
、
町
長
よ
り
　
〃
江
府
町

に
新
風
を
″
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
　
「
新
風
」
と

い
う
よ
り
ハ
リ
ケ
ー
ン
　
（
台
風
）
　
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
り
、
ハ
リ

ケ
ー
ン
　
（
台
風
）
　
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Soumu
四角形
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3日監

続けることが大切です

腰　痛　体　操

図1：股関節・膝関節を屈曲して体幹をおこして座位姿勢をと

る。つぎに再び背臥位にもどる。これは、腰椎の前攣を

少なくした状態で腹筋を強化させる運動です。

図2：腰部を床面へおしつけるようにして腰椎の前轡を少なくする

運動です（園左）。腰部を床面へおしつけながら腎部だけを持ちあげ骨

ちあげ骨盤の傾斜を減少させる運動です（右園）。

噛
Gと…奥

園3：背臥位で両膝を抱え込んで腰背部を丸める。これは、脊

柱の伸範群をひき伸ばすことを目的とした運動です。

図5：腰臥位で図の位置に枕をおき、上半身が、わずかに浮く

程度にひきおこす動作（ひきおこす気持ちになる。）をす

ると腰背筋が収縮します。

「

にの資料は、暮しと健康より抜粋）

今回も、腰痛について

お話しをしたいと思いま

す。

腰痛には、急におこる

急性腰痛と慢性的な痛み⑳

のある慢性腰痛のふたつ

があります。

急性腰痛は重い物を持

ちあげた時、スポヤツで

腰に激しい負担があった

時におこるもの。

日常生活で不自然な姿

勢をつづけていたために

慢性に腰に異常なストレ

スがかかっておきるのが

慢性腰痛です。

急性腰痛の場合は、安◎

静にすることが大切です。

そして、痛みがつづく

場合は別の病気が考えら

れるので、病気で受診す

る必要があると思います。

腰痛体操は、腰痛が起

って1～2週間して痛み

が軽くなってから始めて

下さい。

次の体操をする時ひと

つの動作を10回、1日2

回行うようにして下さい。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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「
血
税
専
門
官
の
募
集

す
。詳
し
く
は
、
人
事
院
中
国
事
務
局

（
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
六
・
三
十

℡
〇
八
二
二
一
二
八
・
二
八
三
）

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

大
学
卒
業
程
度

○
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
（
上
級
係

員
等
を
採
用
す
る
た
め
）

○
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
（
中
級
係

員
等
を
採
用
す
る
た
め
）

○
労
働
基
準
監
督
官
採
用

○
法
務
教
官
採
用

○
航
空
管
制
官
採
用

高
等
学
校
卒
業
程
度

○
刑
務
官
採
用

○
入
国
警
備
官
採
用

○
皇
宮
護
衛
官
採
用

○
航
空
保
安
大
学
校
学
生
採
用

○
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用

○
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用

○
気
象
大
学
校
学
生
採
用

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
（
税

務
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
試
験
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
受
験
資
格

昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
。

○
申
込
期
間
・
申
込
先

平
成
五
年
五
月
六
日
榊
か
ら
平
成

五
年
五
月
十
七
日
㈲
ま
で
に
広
島

国
税
局
人
事
第
二
課
に
申
込
み
下

さ
い
。

℡
〇
八
二
二
一
二
一
・
九
二
一
一

○
第
一
次
試
験

平
成
五
年
六
月
十
九
日
比
・
二
十

日
㈲
教
養
試
験
・
専
門
試
験

○
第
二
次
試
験

平
成
五
年
八
月
二
十
三
日
㈲
二
一

十
四
日
㈹

人
物
試
験
・
身
体
検
査

○
問
い
合
わ
せ
先

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は

米
子
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

「
計
衛
官
募
集

4月から国民年金保険料

が、10，500円（1月分）

になりました。
国民年金制度を円滑に運営し、
皆さんが安心して生活するために

必要を年金額です。

○お問い合わせ　役場民生課福祉係

平
成
五
年
度
に
お
い
て
、
二
等
陸

士
二
一
等
海
上
及
び
二
等
空
士
の
自

衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
試
験
内
容

筆
記
試
験
　
〔
国
語
（
作
文
を
含
む
）

数
学
・
社
会
〕
身
体
検
査
・
適
性

検
査
・
口
述
試
験
が
あ
り
ま
す
。

○
募
集
期
間

第
一
次
期
間

第
二
次
期
間

第
三
次
期
間

第
四
次
期
間

（
四
月
～
六
月
）

（
七
月
～
九
月
）

（
十
月
～
十
二
月
）

（
一
月
～
三
月
）

米
子
募
集
事
務
所

米
子
市
東
町
三
二
七

℡
〇
八
五
九
⊥
二
三
二
一
四
四
〇

江
府
町
役
場
　
総
務
課

℡
〇
八
五
九
・
七
五
二
一
二
一
一

「
薗
家
公
務
員
採
用
試
験

人
事
院
で
は
、
平
成
五
年
度
に
次
　
　
の
よ
う
を
採
用
試
験
が
行
を
わ
れ
ま

敵
対

○
受
験
資
格

採
用
予
定
日
の
一
日
現
在
で
満
十

八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
日
本

国
籍
が
あ
り
、
中
学
校
卒
業
程
度

以
上
の
学
力
を
有
す
る
こ
と
を
ど

が
資
格
要
件
で
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
所
に
お
問
い
合

「
卦
二
回
「
私
の
提
言
」
募
集

交
通
事
故
半
減
を
め
ざ
し
て

本
年
で
第
三
回
を
迎
え
ま
し
た
交

通
事
故
半
減
を
め
ざ
し
て
　
「
私
の
提

言
」
は
、
全
国
か
ら
数
多
く
の
ユ
ニ

ー
ク
な
ご
提
言
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
⑳

本
年
も
、
自
由
部
門
　
（
課
題
は
自

由
に
選
択
し
て
下
さ
い
）
　
と
課
題
部

門
（
若
者
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
安
全

教
育
）
　
の
二
部
門
で
次
の
と
お
り
募

集
が
行
を
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど

Soumu
四角形
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四角形



ん
ご
応
募
を
下
さ
い
。

○
応
募
資
格

満
十
六
歳
（
平
成
五
年
三
月
三
十

一
日
現
在
）
以
上
の
方
で
す
。

○
応
募
内
容

次
の
こ
と
を
必
ず
ご
記
入
下
さ
い
。

①
題
名
　
②
応
募
部
門
　
⑨
提
言

要
旨
（
二
百
字
以
内
）
　
④
郵
便

番
号
　
⑤
住
所
（
フ
リ
ガ
ナ
）

⑥
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
　
⑦
電
話

番
号
　
⑧
生
年
月
日
　
⑨
性
別

⑲
職
業
　
⑪
こ
の
企
画
を
知
っ
た

理
由
　
⑫
免
許
証
の
有
無
と
種
類

⑬
作
品
集
を
希
望
す
る
・
し
を
い

○
応
募
形
式

二
千
字
～
四
千
字
。

⑳

○
し
め
切
り

平
成
五
年
五
月
十
五
日
比

○
応
募
先

〒
一
〇
〇
・
九
一

東
京
都
中
央
郵
便
局
止

⑳

『
墓
地
』
日
昌
警
a
お
自
己
卒
園

○
賞
品
と
副
賞

最
優
秀
賞

賞
　
　
金

副
　
　
賞

優
秀
賞

賞
　
品

各
部
門
か
ら
一
人
。

三
十
万
円

ド
イ
ツ
視
察
旅
行

（
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
走

行
に
．
同
乗
）

各
部
門
か
ら
五
人
。

十
万
円

奥大山チロルの里

写
真
展
が
開
催
中

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
（
甘
酒
茶
屋
）
で

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
　
「
大
山
」
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
県
内
外
か
ら

百
九
十
一
点
（
八
十
人
）
　
の
応
募
が

あ
り
、
三
月
十
八
日
、
米
子
市
で
審

査
が
行
を
わ
れ
、
次
の
と
お
り
四
十

五
点
の
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
各
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

副
　
賞
　
　
B
M
W
ド
ラ
イ
バ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験

「
卦
江
久
夫
安
洲
河
崎
）

行
政
相
談
委
員
に

問
題
を
解
決
し
て
い
た
だ
く
行
政
相

行
政
上
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ

と
や
苦
情
に
つ
い
て
、
中
立
、
公
平

川
　
を
立
場
で
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
、

談
委
員
に
こ
の
た
び
、
洲
河
崎
の
安

江
久
夫
㌔
（
七
十
一
歳
）
が
四
月
一
日

に
総
務
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
期
間
は
二
年
間
で
平
成
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
役
所
に

対
す
る
こ
と
な
ら
何
ん
で
も
、
ご
相

談
下
さ
い
。

安
江
久
夫
㌔
（
℡
七
五
・
二
二
〇
八
）

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

に
人
選
し
た
作
品
が

甘
酒
茶
屋
の
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
で
五
月
十

六
日
ま
で
写
真
展
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
山
の
美
し
い
景

色
が
い
っ
ぱ
い
の
力

作
ぞ
ろ
え
の
作
品
を

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

入
賞
者

○
推
薦

「
母
と
大
山
」

鎌
田
行
雄
㌔

（
京
都
府
）

「
紅
葉
の

南
大
山
」

松
本
利
秋
㌔

（
日
野
町
）

「
大
山
晩
秋
」今
井
　
弘
㌔
（
松
江
市
）

「
大
山
寺
の
参
道
」

川
口
正
義
㌔
（
赤
碕
町
）

○
特
　
別

森
山
明
光
㌔
（
大
社
町
）
・
田
中
道

弘
㌔
（
米
子
市
）
・
松
下
理
二
鳥
取

市
）
・
川
上
良
文
㌔
（
助
沢
）
・
飴

木
和
久
生
㌔
（
東
伯
町
）
・
石
川
治

郎
㌔
（
倉
吉
市
）
・
小
谷
元
伸
㌔
（
本

三
）
・
新
宮
　
晃
㌔
（
岡
山
県
）
・
佐

々
木
俊
和
㌔
（
浜
田
市
）
・
佐
藤
正

美
㌔
（
斐
川
町
）
・
妹
尾
賢
次
㌔

（
米
子
市
）

○
入
　
選

松
川
清
志
㌔
（
出
雲
市
）
・
中
田
武

雄
㌔
（
米
子
市
）
・
上
田
福
美
雄
㌔

（
鳥
取
市
）
・
下
村
春
光
㌔
（
大
阪

市
）
・
佐
藤
　
武
㌔
（
広
島
県
）
・
樋

口
純
敏
㌔
（
武
庫
）
・
通
念
市
男
㌔

へ
岡
山
県
）
・
長
尾
　
寛
㌔
（
岡
山

県
）
・
星
賀
　
務
㌔
（
岡
山
県
）
・

内
村
憲
治
㌔
（
松
江
市
）
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日日鼠

人の動き
3月届け

平成5年3月末
前月比

世帯数1，197世帯（－1）

人　口4，552人（＋1）

男　2，195人（＋6）

女　2，357人（－5）

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

折
本
加
藤

川
上
相
田

影
山
柴
田

靖
誓

務
し
㍗
）
剛
…
酎
見
市
か
ら

大
阪
府
大
東
市

柿
原
か
ら

実
用
米
子
市
か
ら

／
洲
河
崎

野
村
　
正
人

長
岡
　
さ
お
り

鹿
児
島
市

宮
市
か
ら

お
誕
生
お
め
で
と
う

日
ノ
詰
　
坂
口
　
彰
吾正
彦
　
長
男

貝
　
田
　
森
田
　
智
也真
一
　
長
男

下
安
井
　
久
木
　
莱
生厚
　
　
三
女

下
蚊
屋
　
梅
田
　
啓
太仁
　
　
二
男

み
▲
甘
み

佐
　
川
　
己
越
　
　
南哲
也
　
二
女

宇
田
川
和
輝

吉
崎
比
呂
美

森
岡
　
晃
典

白
川
　
美
和

武
庫
神
奈
川
県
海
老
名
市
か
ら

西
伯
郡
岸
本
町

柿
原
か
ら

加
藤
　
大
介

小
林
　
真
奈
美

江
尾
東
大
阪
市
か
ら

ご
め
い
福
を

祈
り
ま
す

池
の
内
　
加
藤
　
達
也
　
　
2
9
歳

光
喜
　
宅

一
旦
　
井
上
志
津
子
　
　
8
1
歳

弘
基
　
宅

一一　㌔予謳靂隷皐一紙〆′一　一様梅澤野争拷必幣肇琴閑寂濠栗

ひとことふたこと

第265号

蟹偏団田

田あ習

江
府
町
新
聞
。
あ
ま
り
聞
い
た
こ

と
も
、
見
た
こ
と
も
な
い
新
聞
が
役

場
に
届
い
た
の
は
三
月
の
こ
と
で
し

た
。鳥
取
市
の
美
和
小
学
校
の
四
年
一

組
の
に
し
お
の
ぞ
み
さ
ん
が
つ
く
っ

た
こ
の
江
府
町
新
聞
に
次
の
よ
う
な

内
容
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
特
産
品
の
紹
介
や
四
季
折
々
の

様
子
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
あ
り
、
そ

し
て
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
。
「
江

府
町
の
人
々
は
み
ん
を
が
は
た
ら
き

も
の
を
の
で
わ
た
し
た
ち
も
み
な
ら

っ
て
は
た
ら
く
よ
う
に
在
り
た
い
で

す
」
と
結
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
小
学
校
四
年
生
の
社
会
科

の
授
業
の
を
か
で
県
内
の
町
を
学
習

し
た
も
の
で
、
に
し
お
さ
ん
は
江
府

町
の
担
当
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

昨
年
、
美
和
小
学
校
か
ら
資
料
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
送
り
ま
し
た
。

「
い
た
だ
い
た
資
料
を
み
て
、
素
直

に
感
じ
た
こ
と
を
書
き
な
さ
い
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
だ
け
で
す
」
と
担
任

の
先
生
。
確
か
に
、
資
料
（
町
勢
要

覧
）
　
に
は
、
畑
で
、
工
場
で
、
働
い
服

て
い
る
人
を
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
”

そ
れ
を
み
て
、
働
き
も
の
と
感
じ
た
附

の
で
し
ょ
う
。

子
供
た
ち
の
目
に
映
っ
た
私
た
ち

の
町
は
自
分
た
ち
が
思
っ
て
も
い
な
㌫

か
っ
た
町
に
映
る
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
子
供
た
ち
の
目
を
大
切
叩

に
し
た
い
し
、
子
供
た
ち
の
お
手
本
…

に
な
れ
る
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
た
い

と
。
美
和
小
学
校
の
に
し
お
さ
ん
が
‥

つ
く
っ
た
江
府
町
新
聞
か
ら
た
く
さ
W

ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
（
係
）

▼
四
月
に
在
っ
た
と
い
う
の
に
寒
気

が
き
て
、
急
に
冬
に
逆
戻
り
を
し
た

り
、
ま
た
春
の
よ
う
を
陽
気
に
を
っ

た
り
と
昨
年
か
ら
風
邪
と
縁
が
切
れ

を
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

風
邪
と
あ
ま
り
縁
が
を
か
っ
た
方

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
登
場
し
て
い
た

だ
い
た
前
構
造
改
善
課
長
の
岩
田
幸

ご
・
）
は
・
フ
ら
い
・
り
く

房
さ
ん
。
豪
放
奈
落
（
性
格
が
快
晴

で
心
が
広
く
、
小
さ
い
事
に
こ
だ
わ

ら
な
い
こ
と
）
と
い
う
言
葉
は
こ
の

人
の
た
め
に
あ
る
言
葉
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み

る
と
多
少
違
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

『
小
さ
を
心
配
り
と
迅
速
を
対
応

を
ど
の
総
合
力
が
町
の
行
政
に
は
不

可
欠
』
と
の
岩
田
さ
ん
の
弁
。

▼
白
鳥
は
湖
水
を
優
雅
に
舞
う
よ
う

に
泳
ぐ
の
は
、
そ
の
水
面
下
で
必
死

に
足
を
か
い
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

豪
放
姦
落
に
見
え
て
も
、
見
え
な

い
所
で
の
努
力
を
垣
間
見
た
思
い
が

し
た
。

▼
北
の
空
に
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
白

鳥
と
同
じ
よ
う
に
、
岩
田
さ
ん
も
三

年
間
の
江
府
町
で
の
思
い
出
を
胸
に

白
鳥
と
容
姿
は
違
え
ど
も
、
古
巣
の

米
子
の
空
を
飛
び
回
っ
て
お
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
岩
田
さ
ん
の
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

発
行
・
江
府
町
役
場
　
●

〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
郵
江
府
町
大
字
江
尾
4
7
5

℡
0
8
5
9
（
7
5
）
2
2
1
1
　
F
A
X
0
8
5
9
（
7
5
）
2
3
8
9

●
　
編
集
・
総
務
課
　
印
刷
・
富
士
印
刷
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